
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪解けが早く、いつになく暑い 4月が終わって、いよいよ皐月となりました。 

農作業もいよいよ本番突入です。農作業中でも、ほんの一瞬の油断が、 

一生残るような大きな怪我や取り返しのつかない結果につながります。 

今月号のお題は 「油断一瞬・怪我一生！農作業も安全第一！」 

5月 31日までは 「春の農作業安全運動」 の実施期間です！ 

１） 秋田県における農作業死亡事故の発生状況は・・・ 

死亡事故は過去 10年間（平成 28年～令和 7年）で 43件（年平均 4.3件）  

「乗用トラクター」が全体の 28％を占めています。 

年齢別では 「60歳以上が全体の 91％」 を占めいていて、 

発生場所は 「圃場が 44％」 「道路が 35％」 となっています。 

全国の令和 5年の農作業死亡事故を要因別にみると「農業機械作業に係る事故」が 

147人（62.3％）と最も高いようです。特に乗用型トラクターに係る事故が 61人 

と最多で、その中でも「機械の転落・転倒」による死亡者が 53人とのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓裏面にも「農作業事故の死亡者の推移」などが続きます↓ 

 

 
 

 
 

 要因別の死亡事故発生状況（令和 5年）   農業機械事故による死亡の要因（令和 5年）  

農業機械作業 

に係る事故 

147人（62.3％） 

農作業こそ 「急がば回れ！！」 

農作業事故 「ゼロ」 を目指しましょう！ 

農業機械事故のうち 

「機械の店頭・転落」が 4割 



 

2） 農作業事故の死亡者は減ってきているが・・・ 

農作業者の死亡者数は下降しつつも・・・就業者 10万人当たりにすると増加しています。 

建設業と比べると 2倍以上とここ数年で差が開いていいます。 

◆ 農水省では、就業者 10万人当たりの死亡事故者数が増加傾向にあることを踏まえ、 

令和６年２月に、農作業事故死亡者数を令和６年度から令和８年度の３年間で 

令和４年の件数から半減（238人→119人）することを目標としています。 

◆ 農作業の経験期間が少ない方の事故も多いようです。  

改めて「危険個所」や「リスク回避」について、確認や打合せを行うことも大切です。 

JA 

 農作業事故死亡者数の推移   就業者 10万人当り死亡事故者数の推移  

 
 経験期間が 3年以下の労働者における農作業事故発生割合（令和 5年）   

引用 ：転記  農林水産省 HP・秋田県 HP 資料より 

秋田県 春の農作業安全運動 【重点推進事項】 

1. トラクターに安全キャブ・安全フレームを装備し、 

シートベルトの着用を徹底しましょう。 

2. 道路走行時は反射材を活用し、安全を確保しましょう。 

3. 作業前後は機械や安全装備の点検を励行しましょう。 

4. 点検・整備は必ずエンジンを停止しましょう 

5. 作業は計画的に行い、長時間や夜間の作業を避けましょう。 

6. 軽トラック運転時のシートベルト着用、一時停止の遵守を徹底しましょう。 

 農作業事後の経験期間発生割合（令和 5年）  

経験期間 3年以下 

51.9％ 

乗用型トラクターの事故


